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　　　　　　　　　　米國アマチュアの大回測陣

　細れは天文學ではなく，氣象のアマチュアの話であるが一一米國より近着

のMonthly　Weathe1’Review本年1月號を見ると，“Our▽eteran　Cooperative

Observers”とv・ふ表題で，ワシントン府Weather　Bureauの1・B・Kincer氏

が，米國内にみる篤志氣象観測者の大きい素話陣と，其の中にみる長年にわ

たる縫績者のことを書いてみる・

　毒血に於ける氣象観測を最初に輪行したのは1644年に，Deiaware州Wil一一

mington市に近いswedes　FortのJohn　ca．　mpaniusとv・ふ牧師であったが，

其の後1世紀孚の聞，殆んど全く断片的な記録が淺されてあるばかり．1817

年に至って，政府のGeneral　Land　o伍ceの長であるJosiah　Meigs氏が三内

一般に氣象槻測の重要なることを書いた圓状を出し，其の2年後に，陸軍省

の軍讐総監が，軍心地各所で氣象観測をする計書を立てた．それから20年後，

即ち1842年にJames　Espア氏が國家の氣象學者に任命せられ，軍署総監のオ

フィスに執務することとなった．次で1847年にSmithsonian　Institution幹事

Joseph　Henry博士が此の三一の事業として“米國に於けるstormの問題を

解くために”各地の氣象観測網を計書した．張れがスミソン二院の論旨學界

に活躍する始まりとなった．1865年には，米審農務長官Isaac・Newton氏が前

記Henry氏の計書を二二し張化することをすNめ，1870年に議會はNewton

氏の提議を：容れて，國内諸所の陸軍々螢地全部に於いて氣象観測を行ふこと

と』なった。其の後2f）年，1890年に至って，ワシン1・ン府にWeather　Bureau

が置かれることが議會で決せられ，1891年7月1日から事務が開始された．

　今日此のWeathev　Bureau力坤心となって重葬内に約5000入の篤志アマチ

ュア氣敦観測年が活躍してみる．今此等の多人撒が観測と整理と報告等のた

めにZド均一・・　Hに15分間を費してみるとすれば，此等の人々の延時間は15000
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ケ日となる．此等5000人の巾，25年il↓j綴績の人が300入あり，殊に，最も長

年月にわたる槻測試として

　　　瀬0ケ年以．．しの槻測を纒妬してるる人が．＿．3入，

　　　”49一δ0年間の　　　　　”　　　　…＿2人，（内，婦人が1人）

　　　，，48－49年　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　．・・．．．3＿入L，

　　　”47－48年　　　　　　　，，　　　　＿．．3ん

　　　”娼一47年　　　　　　　”　　　　…．・・1入，

　　　。46－46年　　　　　　　”　　　　＿＿4人

尚ほ上記5000人中，二八が300人で，更に共の申の3人は40ケ年以上の纏i績者

であるといふ．

　こうして見ると，天文のプマチユアは未だ熱心と普及とに於いて遠く及ば

ないし，殊に我が國に於いて此の感が深い。仙本）

　　　　　　　　　　談話會だ　よ　り

　昭和11年第2同談話會　（3rs　1e日〉花山天丈塁にて開催

　a）堀井政三氏　星学砿山李衡によるスペクトル配回

　（2）公女武彦氏Mass　ancl　Veloc｛ty　of　Meteorites　and　the　Air　Density

ttlong　theii：　1．uniinous　Pp．ths．

　（5）　柴田．；叔次回　　IMy　p」’ograTns　of　the　CDmi！、g　Solar　Eclipse　ol’1　june，

1936

　（4）山本一清激授Determil・ati・ns・f　st・11ar　Pa・aliax　by　E・J・llanssgn

　昭和11年第3回談話會　（4A　16日）樂友會館にて開催

　（t）小山秋雄氏19Lyraeを中心とする縫光星乾板

　（2）一葉素振氏On　the　Recent　F・clipse　ofζAurigae

　（5）荒木俊馬助激授　H・D。45910のSpectrumの楚化に就いて

　この日の談話會は花山と教室合同にて開かれ，來愈者學内18名，學外1名

の盛況であり，談話魯の終了後，京大花山口食観測肱試・孝に就き山本教授の

漕直談あり，最後の計書，組織につき討議が行はれ，別頁に獲表の如き決定

を見疫・

　因みに，第4同は9月12日花山でhlかれる筈・


